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令和６年度 第1回 東海村歴史と未来の交流館運営協議会会議録 

 

１ 開 催 日 時 令和７年２年２２日(土) １５時から１６時まで 

２ 場 所 東海村歴史と未来の交流館 活動室2 

３ 
出 席 者 

（ 敬 称 略 ） 

＜委員＞ 

小野寺淳，飛田公子，小金沢知己，大口武文，鈴木絵美 

＜事務局＞ 

河西徹雄（教育部長），深見孝志（生涯学習課長兼東海村歴史と未

来の交流館長），豊嶋潤（生涯学習課課長補佐），安美穂（生涯学

習課課長補佐），藤田敬（生涯学習課課長補佐），林恵子（生涯学

習課主任） 

４ 
欠 席 者 

（ 敬 称 略 ） 

＜委員＞ 

佐藤孝博，塩谷修，瓦吹堅，大内啓至，川﨑寿則 

５ 
公 開 又 は 

非 公 開 の 別 
公開 

６ 非 公 開 の 理 由 ― 

７ 協 議 ・ 説 明 事 項 （１）事業報告及び事業計画について 

８ 配 布 資 料 
・【資料①】令和６年度事業報告 

・【資料②】令和７年度事業計画 

９ 発 言 内 容 

■議事進行：小野寺会長 

（１）令和６年度事業報告及び令和７年度事業計画について 

○ 資料①，②により説明 

会 長）事業計画について，基本的には前年度の内容を踏襲する

形になっていると思うが，新規部分はあるのか。 

事務局）新規部分として，東海村が発足７０周年を迎えることか

ら，来年度は記念事業を実施することとなっており，とうかい

子どもキャンパス事業において「東海村るるぶ」の出版体験プ

ログラムを予定している。具体的な内容としては，るるぶを発

行している㈱ＪＴＢパブリッシングの方に講師をお願いし，出

版物の作り方や東海村の魅力を発見する講座などを開催し，最

終的には「東海村るるぶ」を冊子として作成する。 
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会 長）企画展示の学芸員テーマ展はどのような内容なのか。 

事務局）学芸員のテーマ展は，共通のテーマのもと学芸員全員で

作り上げ展示するものである。テーマについては今後決定してい

く。 

会 長）東海ライオンズクラブ主催による国際平和ポスター展示

は新規のものか。 

事務局）毎年実施しており，展示された作品はライオンズクラブ

で投票を行い，優秀作品を選定している。 

委 員）交流館では e スポーツ大会を開催しているが，これはど

のような形で実施しているのか。 

事務局）e スポーツは東海村総合スポーツ大会で実施しており，

交流館はその会場となっている。交流館としては，今年も実施

してほしいと思っている。 

委 員）我が家の子どもたちも e スポーツ大会を楽しみにしてい

る。交流館は展示やイベントで充実し，大変多くの人で賑わっ

ていて，毎年グレードアップしていると感じている。 

委 員）自分と同年代の者はまだ交流館に行ったことがないとい

う方が多い。そのような方に足を運んでもらうためにも，交流

館の収蔵庫の見学会などを開催してみてはどうか。交流館では

過去に古墳巡りのイベントを実施したと記憶しているが，その

際にも多くの参加者がいた。先日も舟石川の自治会で古墳巡り

のイベントを開催したが多くの人たちが参加していた。 

事務局）古墳見学会は今年度実施してないが，地域から要望があ

れば実施に向け検討していきたい。 

会 長）学校では古墳の見学会などは実施していないのか。 

事務局）今年度は実施していないが，ジョイント授業で学校から

の申し出があれば実施する。 

委 員）これだけ多くの学校連携事業を実施していることは称賛

に値する。この取り組みは将来のキャリア教育にもつながるも

ので大変有意義である。持続性という観点からの質問だが，マ

ル博研究員の養成講座は何歳ぐらいの方が参加しているのか。 

事務局）高齢の方が多いが，４０代の方も参加している。 
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会 長）博物館事業をこのようにうまく展開している自治体はほ

かにはない。東海村に次ぐ自治体をあえて挙げれば土浦市か。

前年度の早い段階から学校に対し，事業計画などの話し合いを

おこなっているのか。 

事務局）学校の先生は異動があるため，新年度になってから校長

会において事業紹介を行ったのち，関心を示した学校の先生と

調整を進める形をとっている。 

会 長）学校は２年先まで事業が決まっているケースが多いので，

さらにその先のことを想定しながら，校長先生等に打診すべき

かと思う。 

委 員）学校連携事業を実施することで先生方にとってメリット

があれば実施してもらえる。学校連携事業を実施した際に先生

方にアンケートをとり，その効果やメリットなどの結果を踏ま

えて校長会で案内するとよいのではないか。 

会 長）学校自体は学校連携事業には関心が高い。今は高校生も

探求の授業で地域について深く調べることが求められている。

学校連携事業の重要性は今後ますます高まっていくものと思わ

れる。 

会 長）委員の皆様におかれては，貴重なご意見・ご提案をいた

だいたほか，円滑な議事進行及び審議にご協力いただき感謝申

し上げる。 

 

【結果：令和６年度事業報告，令和７年度事業計画】 承認 

１０ 今 後 の 予 定 令和７年度の運営協議会は年間２回開催予定（今年度同様）。 

 


